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防
災
士
と
は

　

一
般
的
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る

と
、
交
通
障
害
や
同
時
多
発
す
る
火
災
な

ど
へ
の
対
応
か
ら
、
公
的
な
防
災
関
係
機

関
の
活
動
能
力
は
著
し
く
低
下
し
、
迅
速

な
対
応
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

自
主
防
災
組
織
に
は
、
日
頃
か
ら
大
き
な

災
害
に
備
え
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
組
織
内
に
防
災
に
関
す
る
知

識
を
有
し
て
い
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

町
内
・
集
落
お
よ
び
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
防
災
士
を
養
成
し

て
お
り
、
各
町
内
・
集
落
に
防
災
士
が
一

人
以
上
い
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

防
災
士
養
成

　

市
で
は
、
町
内
・
集
落
や
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

防
災
士
を
、
毎
年
約
30
人
を
募
集
し
養
成

し
て
い
ま
す
。

受
講
資
格

　

区
長
な
ど
か
ら
の
推
薦
者
で
、
防
災
士

に
登
録
後
、
町
内
・
集
落
お
よ
び
地
域
で

の
防
災
活
動
に
参
画
し
、
最
低
５
年
間
は

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
活
動
に
従
事
で
き
る
人

受
講
要
領

　

２
日
間
の
講
習
を
受
講
し
、
特
定
非
営

利
法
人
日
本
防
災
士
機
構
の
資
格
試
験
に

合
格
し
、
防
災
士
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
講
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。（
会
場

へ
の
交
通
費
や
写
真
代
な
ど
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
）

　３月17日㈰、教育情報センターで村上市防災士会の設立総会が
開催されました。総会には防災士91人が参加。市長や各地域の区
長会会長など多数の参加者のもと、準備委員会からの経過報告の
後、会の規約、役員、平成31年度事業計画が決定され、防災士会
としての活動がスタートしました。

地域の安全安心のために

村上市防災士会設立

村
上
市
防
災
士
会
組
織

会　
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猿
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不
同
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防
災
士
会
会
員
募
集

　

村
上
市
防
災
士
会
で
は
、
一
緒
に
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

　

村
上
市
防
災
士
養
成
講
座
以
外
の
手
段

で
、
特
定
非
営
利
法
人
日
本
防
災
士
機
構

が
認
定
し
た
防
災
士
の
資
格
を
保
有
し

（
消
防
士
・
警
察
官
・
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
・
事

業
所
な
ど
）、
村
上
市
防
災
士
会
の
会
員

と
し
て
活
動
を
希
望
す
る
人

●
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局　

総
務
課
危
機
管
理
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
２
）

女性ならではの感性で

村上市防災士会 理事  丸山 美子 氏

　平成27年、２日間の資格養成講
座受講で防災士となりました。養
成講座では、家庭や地域の防災を
中心に、地学や行政、法律の知識、
過去の災害の教訓や地域の防災訓
練の運営について学びました。か
なり興味深く内容の濃いものです。
　防災士の平時の役割は、地域の
防災意識の啓発や救急救命の知識
の普及、初期消火や防災訓練の推
進です。災害時では、避難誘導や
避難所でのお世話などをボラン
ティアの方々と協力して行います。
特に、女性の目線、女性ならでは
の感性で推進したいと考えており
ます。
　地域の防災リーダーとして、多
くの女性の皆さん、これから一緒
に活動していきましょう。

防災士会設立にあたり

村上市長　高橋 邦芳

　市では、地域防災力を高めるた
めに日頃から自主防災組織の強化
に力を入れています。現在、町内・
集落の約75％で自主防災組織が組
織化され、来るべき災害に備えて
います。
　昨年は、市内で豪雨や土砂災害、
台風により、７回の避難情報を発
表しました。市内全域に避難情報
を発表した際には、防災士の方に
も駆けつけていただきました。
　防災士の方々は、くれぐれも無
理はしないようお願いします。と
もすると自分を犠牲にして他人を
助ける方もいらっしゃいますが、
自分の安全を確認したうえで行動
するよう、お願いします。
　皆さまには、市民の安全安心の
ために活躍され、頼られる防災士
となっていただきますようお願い
します。

防災士の活動の推進

村上市防災士会 会長  内山 秋善 氏

　共助という言葉ができたのは平
成６年の阪神淡路大震災のころか
らだと聞いています。この震災か
ら助け出された約７割の方々が、
近所の方や地域の方に助けられま
した。いかに自助や共助で行う防
災が重要であるかがわかります。
　長野県北部地震があった白馬村
では、建物が何棟も倒壊したにも
かかわらず、死者が１人も出ませ
んでした。これは「共助」によっ
て隣組でおじいちゃんやおばあ
ちゃんの寝ている部屋まで把握し
ていて、救助が早急に対応できた
からだということでした。
　村上市もいつどのような災害が
起こるか分かりません。
　防災士の活動を更に推進すべく、
防災士のスキル向上と情報共有を
図り、また、行政や防災関係機関・
各団体との連携を図りながら、地
域の安全・安心のために貢献でき
る組織となるよう、精一杯取り組
んでいきたいと思います。


	0501市報むらかみ 4.pdf
	0501市報むらかみ 5

